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1.上  田  英  靖 (大 同 工 業 大 )COS η  theoremの
一般化について

'.長 田 彰 夫 (岐阜薬科大)与 えられた特異値をもつ強annular関数

3.斎  藤  二  郎 (群 馬  大
・工 ) SOme inequalities for entire functions
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と Paley予 想
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。理 )劣 調和関数の有界性のある判定条件

6 志  賀  啓  成 (京 都 産 大
。理 )開 リ

ーマン面上の周期関係式について

7 谷  口  雅  彦 (京  大  ・ 理 )閉 リーマ ン面上の単純閉曲線対に対する極値問題に
ついて

な。米 谷 文  男 (京工繊大工短大)擬 等角写像による二乗可積分な微分
の空間の変形

9 斉之内 義  一 (京工繊大・工芸)開 リ
ーマン面上の有理型微分の表現

10.カロ 藤  崇  雄 (山 口 大 。 理) On confOrmal equivalence of Riemann surfaces deined by
ノ
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12.水  本  久  夫 (広島大
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ーマ ン面の型問題の離散化

13.神  谷  茂  保 (岡山理科大
。理 )Un■ ary tt υ(1,π;F)に ついて

14.佐 々木 武  彦 (山 形 大
・教 育 )Nest groupと web groupに ついて

15 大  瀧    慈 (広島大 。原医研 )球 の分割により得 られるある特殊な領
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ン積分表示について

16.秦  野    薫 (島 根 大 ・教 育 )一 重層 λ
‐pOtentialの導関数の H01der連 続性について

17.長  坂  行  雄 (北  大  ・ 理 )非 有界な境界値に対す る
DIichlet問 題について
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。理 )Dirichlet解 の非正則境界点における挙動に

ついて
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酒 井     良  (広  島  大  ・ 理 ) Quadrature domains and Hele‐
Shaw lowS With a free boundary

10 月  2 日

19.西  村  保
一郎          2次 元スタイン多様体か ら C2へ の解析的埋入の例

20.吉  岡  恒  夫 (奈良女子大
・理 )SkOdaの 定理の拡張 と COhOm010gy with bounds

21.竹  腰  見  昭 (京 大 ・数 理 研 ) A generaliZation of vanishing theorems for weakly l‐
complete

manifolds

22 濃  野  聖  晴 (福 岡 教 育 大 )分 離正規族につ
いて
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原
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賦 数 雛 体へ妊 嘔 像の退化

27.藤  本  坦  孝 (名 大
・教 養 ) コ ンパ ク ト多様体への有理型写像について

28.辻      元 (都立大 ・大学院)Green‐ Wuの 予想につ
いて (有界正則関数の存在について)

鎌 蒜 賃 軍 段 糞 :∃
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30 大  柳  茂  布封 (筑 波 ラた。数 学 ) On unWeighted curves I

3 1 . 大 柳 茂 樹 ( 筑波 大
・数 学) O n  u n W e i g h t e d  c u r v e s  I I ( c l a S S i n c a d o n )
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ついて
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鈴 木    理 (日 大 。文 理 )新 しい分岐存在域の族につ
いて



10 月  1 日

1 .上 田英靖 (大同工業大)co s  ηtt h e O r e mの 一般化

:こついて

π(z)を 有限平面で非定数劣調和函数 とし,lzl=γ に

おける最大値 を″(γ,α),特性函数を 賓 γ,α)と か く。

ここで

た=鉗p←期墾p鵬 =→,
μ.=inf{ρ;l辮J]f茅妥告劣=0}

とおく。また,β を0 <β≦πなる数とし,  ｀

ズγ,β,φ) = I Iβバη【
ω+つあ

(γ>0,一π≦φ<π),

Ⅳ(γ,aα)=sりpa(γ,β,φ)=2(γ,β,ψO)

(―π≦φ。<π),

μ(γ,a)≡μ(γ,β,α)

=inf{π(γθ
Jω
):ω∈[九一β,^十 β]}

とおく。A.Baernsteinは1974年に次の結果を得た。
「β,ρが,0<ρ <∞ ,0<β≦π,βρ<π をみたすならば,

(α)あ る列 γ=γ″↑∞ に 対して, μ(γ,z)>cosメ%°

〃(γ,π)が成り立つ。さもなければ,(b)lim γ′〃(γ,

2)が 存在し,正 か∞となる。」

ここでは,こ れに関連して,次 の結果を報告する。

定理.β,ρ を 0<β≦π,μⅢ≦ρ≦ス■,0<ρ<∞ ,印 <π

をみたす数とする。{γ″}を T(γ,z)の 位数 ρのポリア

ピークとする。このとき,任 意の ε>0に 対して,S=

S(ε)>0が (%に 無関係に)と れて,胆 1[θ
 Sγ″,CSγ″]

内に,μ(γ,2)>(cos印 ―ε)〃(γ,π)を満たす任意に大

きい γが存在するようにできる。

2.長 田彰夫 (岐阜薬科大)与 えられた特異値をもつ

強 annular関数

D:lzl<1内 正則関数 /が , lm塊1/(z)|→∞ (η→∞)

なる正数列 γ″↑1を もつとき,強 annularとぃう.複 素

数α4こ対し,/の αL点の全体 {z:/(z)=α )の 極限点

の集合をZ′(/,α)とすれば,高 々可算個のαを除いて,

Z′(スα)=α  lzl=1 となることは定義の直接帰結であ

る。このような特異値αの全体を S(/)と おくとき,可

算までの任意濃度が S(/)の それになり得るかどうかを

問題とする (Bonar)。最近 F.ヽヽl Carr011が,s(/)が

χ軸上の増加列から成る/の 存在を示した:IS(/)|=馬.

ここでは任意の高々可算集合Sに 対し S(/)=Sな る /

の存在を示す。

3.斎 藤二郎 (群馬大 ・工 )Some inequahties for

entire functiOns

整数 π≧2)に対し 3″を内積 ÷IH z )α z ) e x p

(―πレF)ルの をもつ整函数のなすヒルベルト空間,33

を 3=81自 身のη回のテンソル積,路 6]Dω)を C上

8(z,z,….,2)=0な る 86の 部分空間,(勝 3]Dω))・を

[86]Dω)の 3gに おける直交補空間とする。まずヒルベ

ルト空間8″と8の 間の構造上の基本的な関係を確立す

る。応用としてたとえば次の不等式がみちびかれる。

ん∈3に 対して

チ∬11ん(Z)F exp(―冽zF)ルの
≦Д÷∬脇(z)F exp(―レF)ルの。

等号が成立する完全条件は
1ん
(aが ある α∈Cと あ

る定数 Cに よって C exp(ηπz)と 表わされることであ

る。次に 3に おける再生核 力(2,″)に 対して,再 生核

の積
Д
力(z,局)に よる 8″における積分変換を考察し,

重要な部分空間である ([86]Dω))・の,3″ で唯 1つに定

まる関数による積分表示等が与えられる。

4.村 井隆文 (名大 。理)Lacunary seriesの値分布

とPaleyの予想

単位円板 D=(lzl<1}内 の解析函数 /(z)=ε 。+

層卜
′れ が次の条件を満たす時 (Hadamard)lacunary

series と呼ばれる :(条件)実 数 σ>1が 存在して,

η々.1ル々 ≧α (力≧1).R.E.A.C.Paleyは On lacunary

power series,Proc.Nat.Acad.Sci.U.S.A.19(1933)

2 7 1 2 7 2 ,の中で次の命題を予想した :(L a c u n a r y  s e r i e s

が非有界(i.e.,誕」/(Z)|=+∞)ならば,すべての値を
無限回取る。)

この講演に於て,彼 の予想が肯定的に解かれることを

報告する。 部分的解決については, す でに, Go Weiss―

Mo Weiss,11l H.J.Fuchs,I.L.Chang等の結果が知 られ

ている。上記命題の証明の概略については, C.R.A.S.

de Parisに報告 しました。この講演に於て, もう少し詳

しい解説を致 します。

5.吉 田英信 (千葉大 。理)劣 調和関数の有界性のあ

る判定条件

Haymanの “
Research Problems in Function′「heory

( 1 9 6 7 ) "のNo.3 . 6に,次 の問題がある :

z(z)はlzl<∞で劣調和,かつf2πlog+/(θ)“<∞
なるある /(θ)に 対して z ( γ́θ)≦/ (θ) ( 0 <γ<∞ ,

- 1 -



0≦θ<2π)な らば,z(z)は 上に有界,そ れ故に定数で

ある。この結果の3次元 analogueは何か ?

これは,整 関数の場合の Carleman[Acta Math.,48

(1926)]の結果の劣調和関数への拡張であるが, ここで

は,あ る1つの定理を示して,そ の結果として,P"(π

≧2)で の上記の Haymanの 間の解答が得られることを

報告し,更 には,W01f[J.London Math.Soc.,14(1939)]

の 〃 での Phragttёnと Lindelёfの定理の精密化 (実は

私達の結果はそれが変形とみなされねばならぬことを示

す)の R″への一般化も,そ の結果として得られること

も報告す。又,そ れらがある意味でsharpであることを

例をもって報告する。

6.志 賀啓成 (京都産大 。理)開 リーマン面上の周期

関係式について

開リーマン面R上 に,次 のような列 {L}が とれると

き,R∈0“(力=1,2…)を定義する。i)2=22J,
ここに ηりは高々 (力+1)個 の解析曲線で囲まれた平面

領域で,2Jは Rを 分離する。更に R-7'は 唯
一つの

相対コンパクトな成分 R″をもち,{R″}は Rの 標準近

似列。h)Fη′で∂R″∩∂T″ と 2Jの 他の境界を分離

する T″内のサイクル全体,F`′でそのような閉曲線全

体としたとき,ΣドЁ
7η(瑠J )バF″」) ) ~ 1 =∞.

定理1.ρ を R(∈0“)のハインズの末端とすると,

ρ の調和次元 ≦ルである。

定理2.0″ =Or,0“ 祭ο“+1,μθ“隼OC,ο`⊂0′.

定理3.R∈ 0“,{4J,島 )∫望
)を Rれの標準基底とす

ると, あ1,ω2∈几(R)に 対し,部 分列 {πν}が あり,

(0,・ω2)=れ■
)lωlIJの2~JJσ2勇′ωL

また,定 理 3の応用,変 形が,い ろいろ考えられるこ

とにも注意する。

7.谷 口雅彦 (京大 。理)開 リーマン面上の単純閉曲

線対に対する極値問題について

Rを 種数 gの 閉リ
ーマン面から%個 の点を除いたもの

(3g+π-3>0).Cl,C2を R上 の独立な単純閉曲線対,

Dを R上 の densityの集合,4を R上 の正則二次微分の

集合とする。与えられた正数 αl,α2に対し,

i二[[1[0,財1蠍
'II:こ
|

(′=1,2)と おき,

とすると,ん =え で,更 に Clと Cが 交わらなければ,

ス=ガ となる(Jenkins_strebel)。また
一般に,一 方のス′

の極値計量を与えるφJが ■1∩42に 属せばス=ス とな

るが,こ こでは次の結果が成立することを報告する。

定理.Clと C2の幾何学的最小交点数が0でないとき,

ス=ガ ならば max{ス1,ス2}=スで,一 方の極値計量を与

えるφ′が■1∩42に属する。

8. 米谷文男 (京都工繊大工短)擬等角写像によるニ

乗可積分な微分の空間の変形

リーマン面 χ からRへ の擬等角写像 /は 二乗可積

分な微分の作る空間 Γ(R)か ら Γ(7)へ の iSOmor―

phism/・を誘導する。Γから調和微分の作る部分空間

几 への射影をPと して合成写像 PO/・を/スと記す。

さて「の部分空間を通常の記号で表わすことにして,

島,几s。,月喝 几。,几"等は/1に よって保存される。
一

方几¢,A,場 は必ずしも保存されないことをD.Minda

は指摘し,更 に f珠′,I魂,端 はどうか。又周期再生調

和微分を対応させる写像とガ の関係を問うている.。こ

こでは次の関係 (/・(σ)摯,/“(τ
Ⅲ))R′=(σ,τ)R fOrも,τ

∈Γ(R)に 注意して,猟 ′,ftt。∩几s ,́Eん,月為はガ

によって必ずしも保存されないことを示す。さらに

σ(C′)ホ(resp.σ(/(σ))・)を R′上のサイクル C′(reSp.

R上 のサイクル /(σ))に 関する周期再生微分として,

ガ(σ( / ( C′) ) ) * =σ( C′)・を得る。

9.斉 之内義― (京都工繊大 。工芸)開 リーマン面上

の有理型微分の表現

開リーマン面Rの標準近似列{ρ″},∂ρ″=∪γ″J・γ″′

を含む円環領域 D"J(D"`∩D″′=φ,グキカ の調和率を

ν″J として inf min ν″J>0 とする。R―∪D″ (D″=

∪D″r, D″∩D″=φ, 多キπ)内 で無限ヶの極を持ち

Sup‖グ″‖Dπ<+∞ である有理型微分グνの高 極々の近傍

を除いてノルムが有限な第 1～ 3種 基本微分 グ″:,ノろ 2,グΠi桑厭lfi季寒旨層liふこ:ブL省尻曇裏ξ拿携
た。この場合には グνは第 1～ 3種基本微分の他に第3

種アーベル積分の γ″上の積分より生ずる微分を用いた

級数の形で表現されることがわかる。又この結果の応用

についても報告する。

10。加藤崇雄 (山口大 。理)On confOrmal equiva¨

lence of Riemann surfaces deflned by y″=P(■ )
“
プ =P(χ),y″=0(χ ),(P,0は 多項式)で定義さ4

た Riemann面 はいつ等角同値になるか
" という問題に

‐φ‐
Ｊ
≦

面̈

。「
φ
ｒル

んヽ
　
２
，

，
　

ρ

〆

ｒ
ム

′
Ｊ
ち
　̈
　
助

耐
口
面
¨

一″
　
　
・・ρ

(′=1,2)
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ついて,今 春の学会で難波氏は η,P,oに 条件をつけて

(たとえば,η は素数,Pの 異なる零点の数 ≧2η+1等

々)論 じた。本講演では彼のつけた条件を緩めて上記の

問題を論ずる。またχとノが分離しない方程式で定義さ

れた Riemann面 の同値問題にも言及する。

11.栗 林嘩和 (中央大 。理工)・ 栗林 泉 (筑波大 。

数学)On the parameters of a canonical form of a

Riemann surface.

この講演の目的はわれわれの前の論文を完成して不満

足ないくつかの点を補充することである。特に標準形に

表われたパラメータの間の関係をはっきりと示すことに

ある。このパラメータの間にある除外値を示し,そ の族

が Teittmuller空間となるその次元とパラメータの数

と同じである標準形を示す。われわれはまたそれらの

Riemann面 に所属の自己同型群の相互関係を示す。 そ

の内容は

§1.種 数 3の Riemann面 の 1つの分類とその略証.

§2.♯ (G)=2ま たは 3の Riemann面 。

§3.♯ (G)=4そ してその倍数の Riemarln面

§4.♯ (G)=6そ してその倍数の Riemallln面。

§5.Weierstrass pointsの数の決定に対する応用。

である。

12.水 本久夫 (広島大 。総合科)リ ーマン面の型問題

の離散化

勧"…,ωκ(χ≧3)を ω平面上に任意に与えられた点

とし,F(a,… .,ω″)は ,高 々 ωl,...,a上々でのみ分岐す

る ″平面上の無限葉被覆面とする。ここで, Fl笏 ,...,

妨 )は , 必ずしも単連結でなくともよいが, ωl"…,ωκ

上の F(ωl"..,雄)の 各′点は,有 限位数の分岐′点である

と仮定する。κ(笏,…り"κ)は,そ の共役多面体 K'(ωl,

.…,la)が F(勧 ,.…,ωκ)の Streckenkomplexの 役割を

果す多面体とする。最初に, K(a,… "雄 )が 多面体の

型問題の意味で放物型であるならば,F(物 "…,雄 )が り
―マン面の型問題の意味で放物型であることを示す。つ

ぎに,κ (ωl".りωκ)ま たは κ
・
(ωl…,ωκ)の細分の列

{κ膚"=。(ん =κ (ωl" ,̈″κ)or κ
・
(ωl"…,〃κ))の言葉

で述べられた,F(a,...,ωκ)が双曲型であるための十分

条件を示す。

13.神 谷茂保 (岡山理大 ・理)Unitary tt υ (1,2;

F)に ついて

υ(1,η;F)={g: y→ И autOmOrphism (F―linear,

の(メz),g(ω))=0(z,ω )for z,ω ∈ 7)}, ここで,

0 ( z ,

は K )

/=F"+1,(Fは R,Cま た

Praective space P(7)を ″・(F)と かく,こ こで

佐 ={z∈ 7;0(z,z)<0}.び (1,η;F)の 元は,P(7)

に (″
″
(F)を 不変にして)作用する。

ここでは,Mё bius変換群の時と同様なやり方で次の

3つ の事柄について考える。

(1)loxodrOmicな 元の性質について

(2)G。 ,∞={g∈ θ(1,η;F);g(0)=0,g(∞)=∞}
について (ここでθ(1,π;F)=D~1び(1,η;F)D)

(3)θ (1,η;F)の部分群がdiScreteとなるための

条件について

14.佐 木々武彦 (山形大・教育)Nest groupとweb

groupに ついて

Gを 有限生成クライン群とし ス(G)を その極限集合

とする。4。(G)で 4(G)の 残留極限部分集合を表わし,

4。(G)≠ φ なる Gを 考えて 40(G)=Ll(G)+L2(G)

と分解する。Ll(G)=φ なる Gは web groupと 呼ば

れるものであるが 二2(G)=φ なる Gを nest groupと

呼ぶ。この講演では nest groupが separatorで特徴付

けられること,及 び Gが web groupで ぁる為の十分条

件が得られた事を報告する。

15。大瀧 慈 (広島大 。原医研)球 の分割により得ら

れるある特殊な領域における田和関数のポアソン積分表

示について

いま,E々 (力≧2)を 力次元ユークリッド空間とする。

πtt π≧2を 満たす非負の整数 π,解 に対して,D″ ,鳥=

難II鮒,;瑾曇[璽堪
理が得られる。

定理 D","上 の調和関数が 2つの正の調和関数の差

で表現されるためには,た が次の条件を満たす有限な定

数 cと signed measure μの D","におけるポアソン積

分で表示されることが必要で,か つ十分な条件となる。

i)あ る正数 δが存在して,

避 3)バ
χ)/ユχ″+′=ε,

ii)max鬼ふ"(1+レ‖声
″~3雄2ュy70+JttμK勁<+∞.

16.秦 野 薫 (島根大 ・教育)一 重層 λ‐potentialの

導関数の Hёlder連続性について

R″ 内の 力次元 (1≦力≦η-1)閉 リプシッツ曲面を

ω一乙
″Σ
Ｈ
十物一幼一〓”
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贋7』|こ『『̀破理復鼎『虜雰脅̀鮮磐
Dιlイの連続性について,次 の結果を得た。

定理.0<ス <力,カ
ー1≦ス+ι<力 とする。 /は χ

°でα‐

Hёld e r連続とし,Sは χ
°で次の条件をみたすとする。

器(χ…,χハ)2≦conStば+…・+蝙ソ
″2

ある数 αに対して,min(″′,2α)が bOのある近傍とρ

の共通部分で Dirichlet積分が有限であるならば,(*)

が成立つ。

18.池 上輝男 (大阪市大 。理)Dirichlet解の非正則

境界点における挙動について

χ・を調和空間 χ の reSolutive compactincationと

する。χ
・の調和境界 Γ(χ

*)の点 χに対して,χ に収

束するχの点のnet{αJ)に対応する調和測度のnet{μα:}

の中で漠収束するものの全体をArχとぉく。χ
*で
連続,

χ で優調和な関数の族 ンにより

「μ<ν=μ(S)≦ν(s)∀ s∈ %

で Arχ上に順序を与えるとき,Ⅳ χが unique minimal

スχをもつかという問題を考える。
一般の X*で は答は

否定的であるが,Xの relatively compact open subset

Gで その c10SureをCOmpactincationと考えると答は肯

定的である。更に Kを χ の compact subset,XO=χ＼

κ,compactincation x;をX。の X*で の c10Sureと考

えるとき χ∈κ∩Γ(X3)に 対しても肯定的であり,任

意のス∈Ⅳχは εχとスχの
一次結合で表わされる。この

スχは

スχ(s)=1lmχ 〃酔  ∀ S∈ ゾ

をみたし,balayage measure ε "に 相当するとみなさ

れるものである。従って上の結果より/∈ C(∠(X。))に

対して 夏夕 の χにおける Cluster valuesは /(χ)と

スχ(/)を 端点とする閉区間に含まれる。

(*)

a.e..

Cは χ
°
を頂点とする閉錐で, ( i n t  C )∩S∩B (χ

°
,角)

=φ とする。 も し (ス十J+1-力 )/(カ
ースーι)<αO<ス+′

+2-力 ,ス十′+1-力 <α <ス十′+2-ル ならば, I分 月ヽさ

いγに対して,弁 Dι″ は 9∩
駅χ
°
,の 上でβHёH e r

連続 (β=min{力+αo―λ
一ι-1,力+α―λ―ι-1})で あ

る。

注意.0<鍋 <(ス+ι+1-力 )/(カ
ースー′)な らば,定 理

はかならずしも成立しない。さらに,Dι ル4√の normal

derivativesについても言及する。

17.長 坂行雄 (北大 。理)非 有界な境界値に対する

Dirichlet問題について

ρ をz平 面の有界領域,/は ρ の境界∂ρ上で 十∞

を許す非負連続で Dirichlet問題について可解な函数と

し,そ の Dirichlet解を Jf/とする。み0∈∂ρ が正則点

であっても必ずしも (*)lim夏 ズz)=/(bo)は 成り立

たない。ここでは次のことを示す。

定理./(bO)<十 ∞ とする。もしα>/(bo)を みたす

Σ

一“

酒井 良 (広島大 ・理)Quadrature domains and

Hele‐Sha¬r■ows with a free boundary

Quadrature domainsのいくつかの例が求められたの

は1960年代の後半ころからであり,特 定の測度に対して

求め方が分って来たのは1972年以後のことである。特定

の測度についてはその quadrature domainの境界が強

いregularityを持つことが分っているが,そ の存在,一

意性などについては不明な点が多い。ここでは測度を正

測度にかぎり,存 在,一 意性,諸 特性を論じ,そ の応用

をのべる。

定義。平面領域 ρ が正測度 ンの族 4Ll(analyticか

つ 2次元 Lebesgue測度 π に関して可積分)に 関する

quadrature domainであるとは,(1)ν(ρ
ε
)=0(2)任

見チ
リ'∈甘 胤 撮理ち勇 たlI鱒 吉F4維 屎

をαν,ALl)と かく。(2)で族 ∠Llを族 二Ll(harmOnic

かつ ιl),族 Sひ (Subharmonicかつ Ll)に おきかえ

て, それぞれ族 〃」, 族 SLl lこ関する quadrature

dOmainを 定義し,そ の全体を α ν,″Ll)な どとかく。

族 Sι
lの
ときは (2)の 1/1を/+に ,後 の式の等号は不

等号 ≦ におきかえる。

定理 1.7を その境界が Smoothな 有界平面領域と

し, ν をア 上の正測度でその Radon‐Nikodym微 分

場
が 7上 a cに ≧1で,ル ν>π 7 )を みたすと

すれば, Q(ν,SLl)の 内に集合の包含関係に関して最

小の領域 ″ が存在し,7⊂ プ でぁる。

定理 2.ν を定理 1の 測度とする。 もし ρ∈Q(ν,

″r)が 7⊂ ρ をみたし,そ の境界∂ρが Smoothなら

ば,7⊂ ρ または ∂ρ⊂7で ある。

定理3. ν を Supp νが compaCtな正測度とする。

特 別  講 演
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Q(ν,4〃 )内 の領域は一様に有界で, も しの∈0(ν,

∠ιl)が supp νを含めば,∂つの孤立非退化な連結成分

は analytic curveであり,つ の面積に関してとった極大

領域とρ の差は高々可算集合である。

応用例 1.Riemanntt R∈θ4D上のexactなBettman

kernel differentialからinduceさ れるmetricの Gauss‐

ian curvatureは-4以 下である。R上 のある一点で -4

ならば Rは 円から高々可算個の ⅣD集 合を除いた領域

に等角同形である。

応用例2.水 平におかれた平行な二枚の平面を考え,

垂直方向にz軸 をとる。上の平面の一点に穴をあけそこ

から粘性液体 (非圧縮性)を 注入する。このとき平面間

の距離が十分小ならば理想流体のポテンシャル流とみな

せることが知られている (Hele‐Shaw効 果)。この流体

の形を上から見て (χ,y)―平面に射影し, 時刻 0の時の

領域 ρ(0)を初期条件として時刻 ιの領域 ρ(′)を求め

t

t 1 I D. Aharonov-H. S. Shapiro, Domains on which

analytic functions satisfy quadrature identities, J.
Analyse Math. 30 (1976), 39-73.

1,2) P. J. Davis, The Schwarz function and its appli-

cations, Carus Math. Monographs 12, Math. Ass.

Amer., 1974.

る問題 を考える。 これは ∂ρ(′)上 で ρ(′)に 関する

Green関 数 を含んだ微分方程式を解 くことになり,現 在

までに存在,一 意性共に満足すべ き証明は知 られていな

いものと思われる。ここでは ｀弱解
″
を導入し,そ の存

在 と一意性を示す。

』 Iη ,31iた り ]f)税 1:不 ■

3τ

舞 鰐

た。このとき彼は,ρ はχ軸とノ軸に関して対称で有界

単連結であることを仮定している。われわれは定理 1と

その変形より,こ の仮定は 多(2)<∞ にかえてよくこ

のような領域 ρ は一意的であることを知る。一般に χ

軸上の compactな supportを持つ正測度 νに対しても

しρ∈0(ν,4r)が supp νを含めば,ρ は χ軸に関

して対称な analytic simple curveで囲まれた単連結領

域からχ軸上の有限個の点を除いたものである。

献

[3]S.RichardsOn, Hele Shaw nows with a free

boundary produced by the inieCtion of fluid into a

narrow channel,J.Fluid NIlech.56(1972),609-618.

[4] Ⅳ I.Sakai,  The sub‐Inean―value prOperty of sub―

harmonic functions and its applicatiOn, Hiroshilna

bllath.J.9(1979),555-593.
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19。西村保―郎 2次 元スタイン多様体からC2への

解析的埋入の例

Cを P2に おける次数 ′の既約な複素曲線,υ =P2_

C,び の普遍被覆空間を υ とおく。υ (或いは 」)から

c2へ の解析的埋入 (正則写像で,関 数行列の階数がい

たる所 2で ある様なもの)が 存在するかという問題を考

える。′≠1,3の ときには, υ から C2へ の解析的埋入

は存在しないことが知られている (武内章)。ここでは,

′=2の とき 」からC2へ , また Cが 尖点をもつ 3次 曲

線のときびからC2へ ,そ れぞれ解析的埋入の例が具体

的に作れることを述べる。

20.吉 岡恒夫 (奈良女大 。理)SkOdaの 定理の拡張と

cohomology with bounds

昨年,西 村保一郎氏が,Cη の中の (増大の)位数有限

の π-1次 元解析的部分多様体上に与えられた位数有限

の正則函数を,自然な条件のもとで,C″の位数有限の整

函数に拡張出来ることを示した。この結果を中間次元の

ものに拡張する問題に関連した次の結果を報告する。

まず,次 の補題から,SkOdaの 定理 (Ann.ENS,5,

1972)が一般の (ク,α)‐formsに対しても成立つことがわ

かる。

補題.ρ :C″ の領域,χ :ρ 内の解析集合,Xキ ρ,

π∈La。(ρ,loC),υ∈″れ+1(ρ,10C)とする。超函数の

意味で あ =υ が ρ―Xで 成立つならば ρ 全体で成立

´
つ 。

以上を基礎に,C″ の中の正則域に与えられた有限個の

正則函数の間の一次関係について,Hё rmanderの CO‐

homology with bounds(Acta Math。 113,1965)の 形の

定理が得られる。

21.竹 腰見昭 (京大 ・数理研)A generahzation of

vanishng theorems for weakly l‐complete manifold8.

χ を π‐次元連結かつ Weakly l‐completeな Kahler

多様体,κ をCOmpactな Xの 真部分集合とする。π:

χ→β をχ 上の複素直線束で χ tt Semi‐positiveとす

る。1.e.Bのファイバーに沿うmetric{α,)で (∂
21。
gα:/

&f∂ノ)が半正定値なものが存在する。

定理.行 列 (∂
21。
gὰ /azr∂ノ)の階数が χ κヽ tt η

―

α+1な らば,″
'(X,′
(3Θ XO)=0(夕 ≧α)

系. 3が χ κヽ 上で p o s i t i V eならば,

∬'(X,′ (3Θκχ))=0(夕 ≧1)

系は中野の消滅定理の
一般化であると同時に, Grauert

&Riemenschneiderの 1‐COnvex Kahler多 様体及び

compact Kahler多様体上の Semi‐positiveな直線東に対

する消滅定理の一般化でもある。

22.濃 野聖晴 (福岡教育大)分 離正規族について

,,Gを それぞれ複素 z平 面,複 素 ω平面の領域とし

E,Fを それぞれ ',Gに 含まれる閉線分とする。

次の定理を考える。

定理.Jを D× Gで 定義された正則関数の族とし,

次の(1),(2)を みたすものとする。

(1)各 ω∈Fに 対して,族 yは ,で 正規であり,

(2)各 z∈Eに 対して,族 Jは Gで 正規である。

このとき,Eの 近傍 υ と Fの 近傍 yで 族 yが

υ×7で 正規であるものが存在する。

この結果は T Nishino[J.Math.Kyoto Univ.4(1965),

255-282]の結果の C2の 低次元部分集合への
一般化であ

る。

23.平 井悦子 (京都産大)Qllelques variations de la

th6orむmed'unicitC.

2複素数 χ,ノの空間で, χ平面上の領域 の とノ平面

Cと の直積領域 ∠=(め ,C)を 考え,直 線 ノ=0の ∠ 内

の部分 二の近傍に有理型な関数 /(χ,y)が 与えられて

いるとする。今 の 内に非可算個の点集合θがあって,θ

の各点 χ
′
においては /(χ

′
,y)は 解析接続によってノの

多項式になるとしよう。このような時には容易にわかる

ように /(χ,ノ)は ∠において χの有理型関数を係数と

するyの 多項式になる。これと同様の事が多項式を有理

関数としても,又 代数関数としても成立する。更に次の

ような結果を得る。

上と同様の条件のもとで, θの各点χ
′
において /(/,

y)は解析接続によってノの楕円関数 (nOn cOnstante)に

なるとする。この時,先 ず /(χ,y)は ∠ で 1価有理型

な関数に解析接続される事がわかる。更に つ に高々可

算個の孤立点のみよりなる閉集合 Eが あって,/が D

―Eの 点の時には /(χ
′
,y)は 全て楕円函数であり,E

の点 χ
″
においては /(χ

′
,ノ)は ッの有理関数又は θ

αyの

有理関数になる。ここで αは χに依存するある常数で

ある。

10 月  2 日
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24.山 口博史 (滋賀大 ・教育 )Calcul des variatiOns

analytiques

∠1×∠2= ( I Z l l <γ)×(レ21 < S )とする。 各 z= ( z l , 2 2 )

∈∠1×∠2に,ω 平面に被覆したリーマン面 D(z)が 対

応し,条 件 「0=((z,ω ):z∈∠1×∠2,ω∈D(2)}は 複

素 3次元両面擬凸状域」を満たすとき,2→ D(z)を 解

析的変動と言う。 この時, 各 D(2)で の函数論的な量

及び函数の,2に 関する2階の変分は,対称性を有する:

δδ‖∂″Jf/(z,ω)‖2=2‖δ∂″Jf/(z,ω)‖2(≧ 0);

錢α(乙b)―÷<あ″gα(ろが,汎gズるの>.
応用 1.D(z)の ベルグマン距離を B(z,り )|グ″12と

おくと,3(2,")は zに 関して,多 重劣調和;2.D(2)

のオイラー標数を χとする。もし,χ +1個 以上の正則

写像 z→α(z)∈D(z)に 対して,D(z)の 点 α(z)に 関

するロバン定数 ス(z,α)が zに ついて多重調和ならば,

変動は z→D(0)に 同値; 3.任 意の (zl,zl)∈∠1×∠2

に対して,D(21,z2)が '(21,θ)に リーマン面として

同値ならば,変 動は (21,z2)→D(Zl,θ)に 同値。但し

χ(0,0)≧1.

25。寺田俊明 (滋賀医大)多 変数超幾何面数の応用。

Braid groupの faithfulな線型表現

Appenの Flを 多変数に拡張した函数の満たす微分方

程式系 (Fl)の モノドロミー群は, 自然に つ={(χl,.."

χ″)lχJキχブ,0≦′<ノ≦π+1,χ。=0,χ″+1≡1}の基本群 πl

(a)の 線型表現になっている。また,Dを ,χゴ=χ′に

対する折返しで生成される群で割ったものの基本群は,

大雑把に言うと,braid gr.だから,こ れを少し修正すれ

ば,そ の線型表現が得られる。今迄に得られている表現

は,faithfulか どうか分っていないが, ここでは上のが

そうであることを示す。これによって braid gr.の多く

の性質が行列の計算に帰着する。証明は (Fl)の 解のリ
ーマン面がつ の普遍被覆空間の と一致することによる。

そのためには,助 変数がすべて有理数ならFlが 代数曲

線の周期と見られることと,つ が平面上のジョルダン閉

曲線のある集合をある種の同値類で割ったものと一致す

ることを使う。

26.相 原義弘 (東北大 。理)。森 正 気 (東北大 。理)

射影的代数多様体への正則写像の退化

C"か ら η次元代数多様体 yへ の正則写像に対する

PiCard型 定理として,1)y=P″ (C),因 子を超平面と

した場合と 2)y⊂ PN(C),因 子を アのnon―redundant

な超平面切断とした場合などが BttimOtOと Greenに よ

って得られている。本講演ではこれらの結果が次のよう

に一般化されることを報告する。

定理.ア をη次元非特異複素射影的代数多様体,ι
を /上 の正の直線束とする。/上 の因子 DJ∈レ′LI,

(π′∈Z+,ノ=1,…,π+2)は

(*)£Supp D4=φ for every

{ノ1,...,ブ″+1)⊂(1,…,η+2}

をみたすとする。この時,正則写像/:C″→yが

δ(D′)≡1-lim supハみ(γ,D′)/1み(γ,2JL)=1

(ノ=1,….,η+2)を みたせば,/は 代数的に退化する。こ

こで定理の条件 (*)は Supp p′⊂
毘
supp DJ,(プ=1,

….,η+2)で おきかえることは出来ない。

27.藤 本坦孝 (名大 ・教養)コ ンパクト多様体への有

理型写像について

昨年秋の学会で,PN(C)内 の一般の位置にある超平面

〃1,...,島v+2および C″内の因子 El,...,E路2に 対 し,

オ (〃′)=E′ (1≦′≦Ⅳ+2)を みたす非退化有理型写像

/:C″→PⅣ(C)の 全体 yが 有限集合である事を発表し

たが,こ こでは, ♯yが Ⅳ のみによる定数でおさえら

れる事を述べ,こ れがコンパクト多様体への写像の場合

に拡張される事を報告する。

Lを Ⅳ 次元コンパクト複素多様体 〃 上の直線束と

し,Lの 正則切断 φl,...,φⅣ+2の きめる因子 DJ=(φJ)

および C″上の因子 El,...,EⅣ+2に対し,有理型写像 /:

C″→″ で,解 析的非退化,即 ち,/(C″)が ″ のいか

なる解析的真部分集合にも含まれず,/・(D`)=E`(1≦

′≦Ⅳ+2)を みたすものの全体を」(D′;a)と する。も

し, ′=1 , 2 ,….,Ⅳ+2に 対し, φl,….,φJ_ 1 ,φ′+1が代数

的に独立ならば,♯ y(D′,Er)は 二のみによる定数で

おさえられる。

28.辻   元 (都立大 。大学院)Green‐Wuの 予想に

ついて (有理正則関数の存在について)

負曲率をもつ Stein多様体の構造を知る上で次の予想

を解く事は基本的であるといえる。

予想。(Green_Wu)(″,g)単連結 Stein多様体でケ
ーラ計量 gに 関する曲率は次の評価を満足するとする。

κ(ρ)≦T4わ
2(4>0定

数)(ρ:原 点を■Xし た時の

原点からの距離,κ (ρ)=原 点からρの距離にある点の

断面曲率の上限)。この時 ″ は C"の 有界領域と双正則

同値.

この予想に関連して上の条件をみたす ″ に有界非定

数な正則関数が存在すると予想されるが,こ の予想が適
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当な条件をみたす正則ベクトル場の存在を仮定すると肯

定白勺に解けることを hyperbolic ahalysis の結果を用
い

て示す。議論の中心は定義域の限られた正則関数から,

大域的に正則な関数を作る技術を考えることでありこの

為に正規族の議論を使う。

29。安生健― (九大。理)。小柳良平 (九大
。理)2次

元積多様体の領域の Stein性の,岡 の原理の成立による

特徴づけ

■,■ を1次元複素 ト
ーラス,2を ■ ×ら の領域

とするとき,次 の命題 (1),(2)は 同値である:

(1)ρ は Stein多様体である;

(2)そ の Lie環が非零純整行列を含むような複素線形

Lie tt Lが存在して,標 準写像ブ:〃
1(ρ
,■ι)→″

1(ρ
,

■ )が単射である,即 ち岡の原理が成立する。

これは,J.Kajiwara―M.Takase[2]の 結果の
一般化で

あり,本 講演では,高 次元のさらに
一般的な結果の系と

して述べる。

[1] J.Brun, Le prob10me de Levi dans d'autres

flbres,Ann.Inst.Fourier 27-3(1977),29-44.

[2]J.Kaiiwara― M.Takase, Steinitude des domaines

a cOhOm010gie nulle dans un produit de deux tores

cOmplexes de dilnension un,ⅣIem.Fac.Sci.Kyushu

Univ.33(1979),159-171.

3 0。大柳茂樹 (筑波 大 ・数 学 ) O n  u n W e i g h t e d

curves I

″ を非特異複素曲面,A=∪ AJを 〃 内の連結コン

パクトな曲線とする。4⊂ 〃 が, 2次 元正規特異点に

ブローダウンできる事と,■ の交点行列が負定値である

事とは同値である。 (プロ
ーダウンは一意的)A=∪ 4J

に対して各 AJの 自己交点数 4`・スJ=― ὰ以外の情報

を全て固定して (αl,...,α″)の値を変えてみる。■ の形

を固定したわけである。こうして考える ス(αJ)を un_

weighted curveと呼ぶ。ここで,双 対グラフが共通とい

うだけでなく,4上 の交点の位置も変えない事に注意さ

れたい。与えられた■の形に対して 4(α`)が可縮 (上

述)となる組 (ὰ )は無限個ある。対応する特異点χ(αj)

も異なり,そ の不変量達も変動する。今回,次 を報告す

る。

定理。(i)″ 〆 =Sup{鳥 (X(αJ))}<∞ ,(ii)」Иg:=

sup{鳥 (X(α`))}<∞ , fOr any unweighted Curve A=

∪4:.

3 1 .大柳茂樹 (筑波 大
・数 学)

curves II(classiflcation)

On unweighted

同タイトルの講演 Iで定義した数値 ノん ,″g を以っ

て,unWeighted curvesを分類した結果について報告す

る。」‰ =0(⇔ 毛
=0)と なる Curveは,有 理二重点の

例外集合として知られている 4″,D″,a,3,aを 原

形とするものの何れかに等しい。(Trans.AMS,to ap‐

pear)″g=1(⇔ ノα=1)と なるCurvesは,10種 類に分

類される。これらは,い ずれも, 2次 元正規特異点を論

じる時に,度 々,顔 を出しているCurvesの形であって,

興味ある形状をなしている。(最小楕円型,unimodal,

bimodalの例外集合を原型とする)

32.渡 辺公夫 (筑波大学 。数学)起 曲面の特異点の多

重種数と主 exponentについて

(X,χ)を π次元正規孤立特異点とする。χの (十分小

さい)Stein近傍 σ を
一つ選ぶ.Γ (び

―{χ},グ(πK))

の元で, び
―
{χ}上 の正則 π

―重 η―型式とみたとき,χ

の近傍で 二
2′″
可積分となる元全体のなす部分空間を,

L2′″(び_{χ))と表す.こ のとき,δ″
=dim Γ(び一{χ},

´(%κ ))μ
2/″
(び_{χ})と おき,{δ″}を 特異点の多重

種数という。

また,超 曲面 D={/(2。 ,Zl,...,Z″)=0}が 原点にお

いて孤立特異点を持つとき,π:〃→C″
+1を適当なb10W

upと すれば,π
l(D)が
高々 nOrmal crossingの特異性

しかもたないようにできる。π
・D=Σ δ′D′ をつ の tOtal

transformのprime成分への分解とする。さらに,C″
+1

上の (π+1)―fOrmグz。∧″ 1∧
…・∧乙れ をπにより〃 ま

で引きもどし,その零点の定めるdiViSorのD,に おける

重複度をμ′とする。θ=Max{1-(1+μ ,)が′lπ(D`)=

0}と おく。本講演では,多 重種数 {δ″}と,主 exponent

クが,あ る意味で同値なものであることを示す。

鈴木 理 (日大 ・文理)新 しい分岐存在域の族につい

て

C″上の不分岐存在域についての特徴づけは,岡 潔に

より与えられた。つまりそれはスタイン多様体の構造を

もつ。又擬凸性 もこの特徴づけを与える.所 が分岐を許

した場合の存在域のまとまった理論はないようにおもわ

れる。グラウエル ト(或は大槻によるその簡単化された)

例は,分 岐存在域でありながら,正 則凸でもなく,擬 凸

特 別  講  演
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でもなく, さらにその正則函数の作る環がスタイン環に

ならないことがある事を示している.

本講では,こ れらの例から若干の一般的な状況をとり

あげ,改 変操作を一般化した境界解消なる手段をもちこ

む事により幾つかの一般的な結果を与える。ここでは中

野の消滅定理が本質的に用いられる。次にこの応用とし

て CⅣ内の多項式により定義された孤立特異点をもつ解

析集合上の存在域について,実 際に境界解消を構成し,

これを調べる。特別に,解析集合が三次元であり,(Cホ)2_

作用をもつ時, ここでラインハルト型の領域というもの

が定義できる。この様な特別な領域では,分 岐存在域が

いつスタインになるか,い つスタィン環を持つかについ

ての判定条件をのべる事ができ,こ れに基づいて存在域

の分類ができる。

境界解消の手段を用いて, よリー般にスタイン空間上

に実現されている様な分岐存在域を考察する事は興味あ

る問題であると思われる。
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